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2001年の福祉改革の動きを網羅した資料集

「騨」増刊号・施策資料シリーズ
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平成15年度から施行される障害者福祉のr支援費制度の

事務大要」をはじめ、保育士の国家資格化や主任児童委

員の法定化が図られたF児童福祉法の一部を改正する法

律」、「身体拘束ゼロの手引き～高齢者ケアにかかわるす

べての人に～」r配偶者からの暴力の防止及び被害者の

保護に関する法律」等、平成13年度の福祉動向が把握

できる主な福祉関係法令・通知・指針等を掲載するととも

に、経済財政諮問会議や総合規制改革会議の社会保障

に関係する政府指針等も併せ、計67本の施策資料を掲載。

　　　　　　　　　　　　●主　な　内　容●

・社会保障改革大綱　　　　　　　　　　　・地域福祉権利擁護事業の実施について

・介護予防・生活支援事業の実施について　　・第二次ボランティア・市民活動推進5ヵ年

・支援費制度の事務大要　　　　　　　　　プラン

・精神障害者に対する雇用支援施策の充実　・児童委員の活動要領の改正について

強化について　　　　　　　　　　　　　・配偶者からの暴力の防止及び被轡者の保

・児童福祉の一部を改正する法律要綱　　　　護に関する法律

・保育士試験の受験科目等の改正について　・地域福祉計画に関する調査研究結果につ

・福祉サービスの第三者評価事業の実施要領　いて　　　　　　　　　　　　　　他

について

『福祉の本　出版目録』
ホームページアドレス

httD．〃wwW，fUkUSh nohon9隠D

　　　　　　　〒100－89BD東京都千代田区霞が関3－3－2新霞が関ビル
全国社会福祉協議会　注文用FAX，03（3581）4666TEL．03（35B1）9511

　　　　出版部　注文用E．mail，zenshakyQ．s＠m5c．bigbbe．neJP
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今月の表紙　「親r魚」

さとなかちえさん

（東京コロニーアートビリティ登録作品より）

アートビリティ（旧称　障害者ア トバンク）は、これ

までの障害者芸術運動とは異なり、II罪害寝アーチストの

もつ才能を活用することで、所得画を中心に社会参1’IIを

促そうという新しい試みです．

現在．登錬作家約400名、登録作品数4，00D点、使用点

数約380点と年々その数は拡大してきています。

巻頭言共に創ろう 誇れる愛媛
　　愛媛県保健福祉部長今井　春雄一

團平成14年度の生活保護
　　　　　　　　　　厚生労働省社会・援護局保護課

　○第58次生活保護基準の改定一…・・

　o実施要領の改正　…　…・

　○医療扶助及び介護扶助の運営　…

　○保護施設の整備運営について（保護施設通所事業の創設）・『

圓平成14年度における生活保護指導監査方針
　　　　　　　　　厚生労働省社会・援護局監査指導課

　O生活保護指導監査方針……一　…　・　…　一…一　・　・…　一一…・誰

　○保護施設に係る指導監査方針　・　』………一　　　…　・一…一…　3叢

水　脈 ・雛齢

國《生活保護スーパービジョン基礎講座》

　　「アセスメント時』のスーパービジョン

　　　　　　　明治学院大学社会学部助教授

第5回
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唾D平成14年度の生活保護
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［別紙1］　平成14年度生活保護基準改定の概要

（1級地一1）

　　第騨麟
鷺3錘蝶灘誉

　　．ド，銚8次

，纐轍勘日） 備　　　　　灘

【標準3人世帯纂準額】
円 円 33歳男、29歳女、4歳子

1　生活挨助基準 冬季加算（VI区×5／12）を

〔1）居宅（1類÷2類） 含めた額を10円単位で
標準3人世帯 163，970 前年度同額 表示

〔2〉期宋一時扶助費（屠宅） 14，340 前年度同額
【加簾等1
妊産婦加算（妊娠6カ月以 ヒ〉 13，970 前年度同額
鮨齢加算

70歳以上
（贋　　　　宅〉 18，090 前年度同額
（入院・入所〉 15，060

薄華加算
（屈　　　　宅） 23，520 前年度同額
（入院・入版） 19，600

障害者加算
陳讐等級1・2級
（居　　　　宅） 27，／4〔｝ 前年度同額
（入院・入所） 22，580

重度障審者加算 14，610

重度障害者家族介護料 12，250

重度障警者他入介讃料 72，200以内

介護施設入醜齎加算 ／0，000以内 前年度同額
権宅患者卜加算 13，440 前年度同額
放射線陳讐者加鑓
黄傷又は疾病の状態にある者 43，290 前年度同額
黄傷又は疾病の状態に該当し 21，650

なくなった脅
臓麓獲育カロ箕

第1子、第2子 5，000 前年度同額
第3子以降ユ人 10，000

介護保険料加算 保険料の実費 保険料の実費
人工栄養費 12，060 前年度同額

入院患者日用品費 23，4工0以内 前年度同額

介護施設入堺者熱本龍活費 10，000以内 前年度同額
入学準備金

小　学　梗 39，500以内 前年度同額
巾　学　校 46，100以内

2　住宅扶助基瀧
（嵐）家賃問代簿 13，000以内 前年度1司額

（21住寒維捧費 年額121，000以内

3　教育扶助基漁
小　掌　校 2，150 前年度同額
巾　学　校 4，180

4　出産扶助基準
署　　　　宅 193，000以内 前年度同額
施　　　　設 ／49，000以内

＋入院料

5　生業扶助慕鵬
〔1）生　粟　費 45，000以内 前年度同額
②　技能修得簸 62，000以内 63，000以内
（3）就職震度費 3／，000以内 前年度同額

6　灘祭挾助蕪準 179，000以内 189，000以内 大人の基準額

7　勘　栄　控　除
（ユ｝基礎控除（激限額） 「眼度額33，560 前年度同額
②　特別控除 年額152，600以内
（31新規就労控除 10，600

（4）來成年者控除 11，700

（51不安定就労控除 8，000

Lfe　and　We fare20025　蓉



唾D平成14鞭の生活保護

［別紙2］　平成14年度生濡扶助基準（月額）

標準3人世帯【33歳男・29歳女・4歳子】

級地区分’
難灘、欝灘ぎ

　　　懸灘．、講綴鞭辮 平成1鱒震 雛購灘

1級地一1 100．0 163，970円 前年度同額

据置

1級地一2 95．5’ 156，590 〃

2級地一1 91．0 149β00 〃

2級地一2 86．5 141，830 〃

3級地一1 82．0 134，460 〃

3級地一2 77．5 127，080 〃

（注）冬季加算（VI区×5／12〉を含めた額をm円単位で表示。

〔別紙3］　最低生活保障水準（月額）の具体的事例

1．標準3人世帯【33歳男、29歳女、　4歳子】

蝋畷麹
．鞍、懸地勲 1級地一2 箋籔犠鑛

簾鷺態

嚢雛地一1 3級地一2

世帯覇懸蒙最低烈括費
　　　円
181，970

　　　円
174，590

　　　円
167，200

　　　円
159，830

　　　円
147，460

　　　円
工40，080

嚢1鎚扶助
　i灘1類
　、爵第　2　類

163，970

108，070

55，90D

156，590

103，200

53，390

149，200

98，340

50，860

141，830

93，470

48，360

134，460

88，630

45，830

127，080

83，760

43，320

蝿董養育加算 5，000 5，000 5，000 5，000 5，000 5，000

｛藤竈　挟　助 13，000 13，000 13，000 13，000 8，000 8，000

〔注）　1　第2類は、冬季加算（W区額x5〆12）を含む。以下同じ、
　2　就労収入のある場合には。収入に応じた額が勤労控除として控除されるため、現実に消費し得る
は、生活保護の基準額に控除額を加えた水準となる、以下同じ、

2．夫婦子2人世帯【35歳男、30歳女、　9歳子（小学生）、　4歳子｝

水準として

睾灘鰺 鱗醸麹 1級地一2 2級地一1 魏舞解 3級醗簸 舞級勉一2

世帯当だり最低生活費
　　　円
225，980

　　　円
216，700

　　　円
207，440

　　　円
198，王90

　　　円
183，950

　　　円
174，670

生活扶勲
　　第　1，類舞

　　第　2噸『

205，830

144，920

60，910

196，550

138β90

58，160

187，290

131，870

55，420

178，040

125，350

52，69D

168，800

118，850

49，950

159，520

112，320

47，200

児童養纈瞬’ 5，000 5，000 5，000 5，000 5，000 5，000

教　脊　挟、繊 2，150 2，150 2，150 2，150 2，150 2，150

住　宅　鉄　助鶴 13，000 13，000 13，000 13，000 8，000 8，000

3．老人2人世帯【72歳男、67歳女】

窪鱗灘 ．雛纏一1 1級地一2 2級地一1 徽撚議． 総級地一1 3級地一2

世帯郵麟最低生活費
　　　円

150，570

　　　円

145，440

　　　円

138，570

　　　円

133，520

　　　円

121，550

　　　円

116，630

生　活・狭　助

　　第　工　類
　　第　2　類．

119，480

69，190

50，290

114，350

66，320

48，030

108，740

62，970

45，770

103，690

60，190

43，500

97，980

56，740

41，240

93，060

54，080

38，980

老鹸掬算 18，090 18，090 16，830 ユ6，830 15，570 15，570

住　宅　挟　助 13，000 13，000 13，000 13，000 8，000 8，000

≦奉　　L汗e　and　W釧fare　20025



4．老人1人世帯【70歳女】

1級地一1 玉級地一2 2級地一蟹
簾．辮繍鰹蹴嚢

9擁蓼叢朧

類驚癬撚

世帯当たり最低生活費

　　　円

108，990

　　　円

105，730

　　　円

100，730

　　円

97，560

　　円

87，460

　　円

84，400

生　活　扶　助

　　第　1　類

　　第　2　類

77，900

32，690

45，210

74，640

31，460

43，180

70，900

29，750

41，150

67，730

28，620

39，110

63，890

26，810

37，080

60，830

25，790

35，040

老　齢加　算 18，090 18，090 16，830 16，830 15，570 15，570

住　宅　挟　助 王3，000 13，000 玉3，000 13，000 8，000 8，000

5．母子3人世帯【30歳女、　9歳子（小学生）、　4歳子】

1級地一1 鰍熊雛舞 鋤級地一2 3級地一1 3級地一2

世帯当たり最低生活費

　　　円

205，940

　　　円

198，720

　　　円

189，730

　　　円

182，530

　　　円

168，550

　　　円

161，330

生　活　扶　助

　　第　1　類

　　第　2　頻

160，410

104，510

55，900

153，190

99，800

53，390

王45，960

95，100

50，860

138，760

90，400

48，360

131，540

85，710

45，830

124，320

81，000

43，320

母子加探
児轍養育加算

25，380

5，000

25，380

5，000

23，620

5，000

23，620

5，000

21，860

5，000

21，860

5，000

教　育　挟　助 2，150 2，150 2，150 2，150 2，150 2，150

住　密　挟　助 13，000 13，000 13，000 13，000 8，000 8，000

6．重度障害者を含む2人世帯【65歳女、25歳男（重度障害者）】

1級地一1 鎌鞭i麟 鰍地紅 2級地一2 3級地一1 3級地一2

世帯当たり最低生活費

　　　円

194，200

　　　円

188，480

　　　円

180，870

　　　円

175，／30

　　　円

162，530

　　　円

156，810

生　活　扶　助

　　第　1　類

　　第　2　類

／27，200

76，910

50，290

12L480

73，450

48，030

115，760

69，990

45，770

110，020

66，520

43，500

104，310

63，070

41，240

98，590

59，610

38，980

障轡者加算

重度障害加算

重度障害煮
家族介護料

27，140

14，610

12，250

27，140

14，610

12，250

25，250

14，610

12，250

25，250

14，610

12，250

23，360

14，610

12，250

23，360

14，610

12，250

住　宅　扶　助 13，000 ／3，000 13，000 13，000 8，000 8，000

Lfe　and　Welfare20025薙嚢



唾D平成1雌の生活保護
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（璽①平成14年度における生活保護指艦莇針
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等就果い査渥いで　なた　労職し入能あた把こ求い　する実な

罐繁解碓繍賑郵縢髄毬曽義讐鶴
響L

feandWelfare20025



鱒殿離平〔燦鰯詑麗講義髄禦ま誕豆講
講入貌埣歪縁欝噸鶴躾醜牢蟻穀豊聡

鞭灘客解糠欝轄
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魎D平成14年度における生活保護指導監莇針

　　　　　　　　　　　　　　　　　ア（5）いを思に要　さ瞳理

瞥績轡舘羅鮨鑓羅職の運指を・対向介購との

つ保購正すを　となう務つ鍵義馨講灘

管前て　イ

駿撫嚇羅ま購膿轟輩鰐峯翻イ讐

雛蠣隷蒸蘂騨転確軽塘建礎礁舞縁難

　備　努点監ゑす政動さ係Kな　て本　るる活特がルりて　問の
　に　めを査　るのをら職　是　 庁　こと動に個を込r　題決

　　　詫製耀劉甥巌の械蝋罐練纏
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蝶難顯駅鰹あ饗轍王誓難漿瓢
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魎）平成14鞭における生活保護指導監査方針

のの（5）接〔4）こを随れい（3）を等は曝収（2）審 卜組び返等（1）の必にの
防研　担　ζ自時るが　徹は経　等　査分み点還の　未要対点

避鮒蘂蕎繊欝』螺躍雛迄馳離鵬踊
叢輩繊騒縄凝踊齢雛編歪峯繍鍵甥
て等務こ員　点係ユ貝のζ金うと納のユる部をの費始万徹　．」

起祥て　1　実照定工銭　い　庶事還　機制止2び一れ祥等祉

號所髪準鰻鍛理葎鵬礫繕鞭麩雍醸
め生内　直　る）はさ扱　」員又理徴　のが仕及の助　生じ所

馨鞍羅離額簸蕪擁麟離理遜響藁
一対　こ同関連図にす医は求医ζ項療・等医た対嫉す　 対

葛ζ鷲馨麓奪簸歪蒙撰馨衡麺藷羅賑茗矢、福葛
　指　　る情図醗る医関な発関　着に都ま関扶類纂別　 指

導鑓喉鍍縣讐鱒市裡騨擁導
　　　　①　　1査　｝旨　お　開　稼　　　進黛
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徹及る段申護　施護
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　11）　2　　　　（71　　　（⑤　　　　　　　　　（51　　　141　　　13〕　　　（21　　　　　（ll　l

　アる部制健うい把定行れ自　資保な保職相が福生生る他握生め保わる保面
動保産護　 護員談と祉活活廃法さ活る護れよ護接
車護等開　虫ま内ら関保困　他れ鷹権のてうの相
等のの始　請で饗れ係護窮　施て　利開い十受談

盤講都影竃雛3麟購塵脈
雛募楼纏電懸お毒鯉1塁鍵
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窟
眼
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　　　　　　　〔4）　　　　　　　（31　　　　　〔2）

　　イ　ア認い命　ウイるる　き　握居　扶足て要介令病病人　懲　係　事　証
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遇　が童
に郡円相
っ部滑談
い福に所
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魎D平成1醸における生活保謝旨導監莇針

　　　　　イ
の調画のた実
推査的樹処態ケ
進活な立遇に1
　動訪と方即ス
　等問討針しの

　　　（11　2　（4）　　〔3）　　〔2）　　　　　　　　　　　（1）　1　　　　　　　　（41　　　　　　　　　（31
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　（31　　121　　（1ロ　　　 3　　　（6）　　　151　㈲　　　③　②　　〔1）2　13〕

由結る　けあ　行収措指て所携にり更設耀建畏軽糠徽超講肇奮範蹴寒羅騰簗鞭
必告告的ス長長転い少力切指り力が助同求行助れ力に書力長’の
要内内かに選ケ職るな及に導徹の適の行人わのての行’のの入母
に容容つっ定1をカ1いび行指底活切た訪情れたい活わ求活指所親
応にの重いケス含　者地わ示さ用にめ問報て鞭る用れ職用導条に
じ疑確点て1のむ　に域れにれに行の等等い　か状て活等状件対
て義認的組ス選増
勤が等な織は定収
務あの指的’　指
先る状導に稼　導
等場　セ兄援評働　　　カヌ

関合　助価能　行
係はが検力わ先’　行討の　れ
　　　わの活　て
査明　れ上用　い
をを　て選を　る
適求　い定指　か
切め　るし導
にて　カ1’す
行い　　自る
つる　　立必
てか　　に要
いD　　向が

’金るなるてて貸助集
勤水力1い溌のい付が提

対のて従てつわ各ののる公
し賃いわいいれ種援収免共

務準
先等
調か
査ら
又み
はて
課’
税就
状労
況日
の数
調’
査時
が間

場

に

は

保
護
の
停

廃
止
等

の

指る制行供
導か度わ’
指
示
は

必
要

鱈
屈、

じ

文

。等れ必
他て要
法いに
他る応
施かじ
策。た
の　公
活　共
用　職
に　業
つ　安
い　定

。況い動自況等す
　　等る状立
職　嫉溌況を
業　　　申助
安　就　告長
定　労　書す
所　　　aる
等　求　骨た
関　職旦め
係　状　のの
機　況　提指
関　管　出導
と　理　等援
の　台　の助
組帳指は織　で　導’
的　適　に自
連　切　よ立

がる
勘就
案労
さ指
れ導
’は

適’
切地
に域
行に
わお
れけ
てる
い保
る育
か所
。の

　　　2
充指帯
実導に要
　援対援
　助す護
　のる世

　　　　　（21
　ウ　イ　ア　　エ　ウ　イ　　　　　　ア
切　適　対　母の　等　て　　　仔l　G弓は
に児切子㎏母子協扶の高協年れ業　護　図要齢別等祉と調■’正正友
行漁な供　親世力養整齢力金て　傷サ高ら援者具の事し査分法受受
わ扶指の適の帯依義備煮を等いデ病1齢れ護　体適務て等析第給給悪
れ養導進切養に頼務の　求のるイ・ビ者て世傷的切所収にさ63等等質
廼誘難欝罷欝購力1襟諜客幣繍論穀数欝
る等がつ導魔るわ対の者いの
燦禦誘子欝耀舞暮

のる等れ学状
活発関て状況

他れ’が供援い’のい
施て学行の助るケ活る
策い校わ就の究1用世

用

に

つ
い
て

の
指

￥￥」

は

適

係い況
機る等
関かに
と

の
述
携
を
図
り

。間

題
の
あ
る

世
帯
に

スが帯
と図に
のらつ
日れい
常てて
のい　’

交る必
流力言要

等　な
に　生
つ　活
い　環
て　境

。等
に

つ
い
て

検
討
し

関
係

機
関
に

対
し

ス世用る
事帯が世
業に図帯
及つらに
びいれつ
社ててい
会’いて
福ホる介
祉1か護

（ll　1　　　（21　　　　　　　　　1”　3　　　　　　　　2

　　対　務係把か　　　る
高個策福所先握ら不不まか不不

ビ者活いカ1二障導応てむ世いび然因1

施ム
設へ
等ル
のプ
活サ
用1
はビ
図ス
ら事

ロ保
険
制
度
等
に

よ
る

介

1害援が取べ帯る法防分ス
ズ者助とりきのか第止析に
に世のら組問実。78を及つ
応帯充れむ題態特条図びい
じに実てべ点把に適り再て
’対

各す
種、る

保指
健導
福援
祉助
施の
策状
等況
の

活
用

いきの握’用’発は
る問有に定ケ適防’

燦羅組織墓
　あ検がなの指策等
　る討な訪発導　が

場さい問生援
合れか調原助
’て等査因を
再い■活が行
発る福動トう
防融祉や分観
1ヒ　事関に点

行
わ
れ
て

い
る

か

D正正
受受
給給
にケ
つ1

いス
てに
は対

　’す
法る
第措
78置
条
に

よ

り

厳
正
に

措
置
さ

れ
て

い

か
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魎）平成14年度における生活保護キ旨導監査方針

　　3のの
確適医
保正療
　運扶
　営助

券再がプ行セ費員’導ププれ行疾に機ら設’行入等よ護扶い歳等等生
交を生トわプの　病等トトてわ病近関れへ社わ院がり者助る　幅関委
付求じ点れト適嘱状常越のいれでいのるの会れ患適的璽受鵜必広係貝
処めた検てに正託の時　点るて　医選よ入的て者切確病給　要い機

14）　　　　　〔31　　　　　121　　　　　　　　（1）　2　　　　　　141　　　（31

　術に　適て　察　療　　が審　居
医的疑レ切の医指ま養レレ行査同住医
療塑義セにレ療導た指セセわは一地療

レかはリ
セ　。　”

　　　　（21　　　　　（11　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（31

仁介　援　養議　　　　　　イ　ア資
弐護特助長指等被医し　体学　る　源要
塞施には期導に保療てま制校民力1関簿援

理て場にい対な医把活個検参い複療定至所入い’にに状者
簿い合当るし支等撮用別　　る数機虞必や院る長行把嫉に
とるにたカ1て出に　でケ活　かの関　要介を奄期わ握　対

プ
ト

o）

照

が

行
わ

れ
て
い
る

か

嘱診
託療
医日
へ数
の　’

協診
議療
又内
は容
本’
庁診
に療
対点
し数
技等

さ容がケいか
敬点活1る月
　検用ス牟程
過分さワ　度
誤をれ1　は
調除て力　編
整いいi　綴
等たる　・　さ
は余か査　れ

内のよ療き1用
容たり養るス状
点醜顧量状ご況
検　時導態と
等本レ等とに
が庁セにな直
実のプ際っ近
施内トレて6

D医と真な護余
そ療なに指サ儀
の機つ止導1な
結関てむ援ビく
果でいを助スさ
を受る得はをれ
踏診鳶な行受て
ます
える
’重

適複
正受
な診
受の

導’

いわけい
場れてる
合ての入
をい在院
除る宅患
きカ1生者
　　活に
患　へつ
者　のい
の　移て

実
態

を
把
握
し

外れさレす
来てれセる
患い’プ指
者るそト導
のカきの点援

必
要
な

指
導

結検助
果’の
に主状
葵治況
つ医
き訪
就間
労一
！旨嘱

導託
’医

療協

に社関保
応会と健
陵資o）ア阪

　源連
関の携各
係活’種
者用近相
にが隣談
ケ行住員
1わ民　’
スれと医
へての療
のい脇機
同る力関
行か等㌧
訪。に介
間　よ護
を　る機
要　支関
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係の護
部活世
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と状の
の況処
情
報
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連

絡
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整

は

緊
密
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行
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至
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た
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機
関
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携
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び
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会

　　　　②　（116　　　5　侶l　l2〕　11〕4　　13）　　②　　　　　　　　11）3
れ　にる　の　　求地　　が　門　的　　前　　の　　ウ　　　イ　　ア
て特つ法患で医他めか医本効ケ的医判嘱嘱にあ施調入入　行歩　　て　　移移
いにい律者あ療法てら療庁果1か療断託託申ん蝶1撒移わ行な移いま移送送

鱗藷繍麓購耀禰1蹴肇譲儲奢総驚嬬繊
に健精等か決の
つ所利1にに定活
い等保応つに用
て関健じ1い当及
　係福　てたび
関機祉精確り関
係関法紳認’係

臨よ麓蠣
と連　及れ保と連携ゑびて険の
携が■精い等連
が十結神る他携
図分核障樫法の
ら図予害
れら防者
’れ法福
確て等祉
認いのに
がる活関
さか用す

が状
適況
用
さ

れ
る

も

義の術用力的要れ1配’ッ材に用用はる認クは
の要的さ1意否る回置適サ料行品品’牟めシ’
蓼否勲灘舗齢器融難楊
も処のい医聴ケがの活行等
の遇要る学取1確所動わの
に方請海知さス保内状れ施
っ針状　識れ処さ勤況て術
いの況　のて遇れ務　い’
て決　　研いにてを　る眼
本定　　 修る当い行　 力き鏡

庁に　にカ1たるう　等
に当　あつか等　治対つ　　た　て。　　　療
して　　つ　　　医　　材
技は　て嘱師　料術’　　　　託　に　　の
的医　　嘱　医　よ　　給
助学　　託　等　る　　付
言的　　医　の　専　　は
を見　等専門　事

てび給給
い年付付
る金
か等
。の

　累
　積
　金
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　把
　握
　さ
　れ

加
算
等

を

原
貝［1

と
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行
わ
れ
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い
る

か

ら1最れをも
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者用済
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い診い
煮断る
ににか
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　　4のの
確適介
保正護
　運扶
　営助

者者て償うし者住て理点さの機
基基い還指たに宅い簿検れ事関
本本る金導場対改ると等て業は

　4（2）　（113　2　〔31　（21　（11113）12）（1）8〔21（1）7
　　条　請費　　が　　る介　なサ　定レ　　　助　る　療　　　　 イ　ア
介介適保がの介福適介介も護利さ1要申セ要介例箕入力潅扶入頻頻頻つ請
難騰馨縫鞭難麟軽総辮霰穫翻懸甕潴盟塁購舗
設設なにれを助具行交付　のるいの認行点又助なわ者　助例数診診診検科否科
丞入さよる支受及わ付費選通介る内足わ検は受給れの　に外がの者者討のに受
所所れるよ給給びれ処の定常護角容がれ　要給付て退　お的1判指にが通つ診

活活
費費
及等
び給
年付
金

等
の
累
積
金
は

把
握
さ
れ

生生免がさ合し修奄介

場

に

は

支れにての
給て”給
さい領福付
れる収祉状
たカ1書用況

適
切
に

法
第
63

等具
にの
よ購
り入
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険及
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付住
等宅
の改
申修

　　い実’
護　る施真
給　か地に
付　 D域止
費　　内む
公　　にを
費　　要得
受　　介な
給　　護い
者　　者場
別　　等合
一　　のを
覧　　居除
表　　住き
の　　地’
照　　が当
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が行る主支者のい院
把わよ治援等支る後
握れう医のに給かの

づを
き踏
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導え
援た
助介
が護

さた指訪状対が
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ま　は　な　隣醤　あ才旨　｝こ

撫’さ託る導行
　要れ医と援わ
そ介て協考助れ
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に度る等ら状い
基等力こにれ況る

よる
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■に
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か

D受

入
先
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確
保
に

つ
い
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必
要
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指
導
援

けな8断導対行院いケ
る給0及台すわにてi
例付日び帳るれつのス
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給
付
対
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者

帳
等
が
整
備
さ
れ
て

い

入切さ指
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し行て状
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いれる
るてか
患い。
者る
にか
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す
る

医

えは整受る’がい
て適備診禰精行て
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保れ精
健て神
福い障
祉る害
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第　保
32　健
条　福
の　祉
適　手
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に　申

　　6　　②
推運　務護
進営組のの適
　管織確決正
　理的保定な
　のな　事保

　　①　　　　5
等所　のの入所
の措適確適所に福
確置磁保正措お祉
保箏な　実置け箏
　務入　施等る務

人わ留てよのに後
支れ金いる状行■
払て品る入況わ年
額いのか所はれ1

　　　　13）　　　　　（2）　　　　　11）　2　　　12）　　　111　1

　に　き　　確　れ　　　れ　れ
入適まが死ま認入てま入入て入て措適
所切荏行亡痙が所い痙所所い所い置正
者に　わ等　適措る　措措る措る台な
本行遺れにそ切置奄措置置鵜置角帳入

のる処
決か分
定
事
務
は
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正
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行
わ
れ
て

い
る

か
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つ
い
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係
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立
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い
の
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と
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　　6　　　5
係　　本　　加
機介他庁介本算
関護法に護庁等
と扶他対扶への
の助施し助の調
連の策技の技整
携決の術給術が
が定活的付的適
図に用助の助切
ら当及言要言に
れたびを否の行
てつ関求に要わ
いて係め当請れ
る喚機てた状て
カ1　関いつ況い
　障とるて　る
　害のか疑　か
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健携
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係
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等
関
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魎）平成14年度における生活保護指導監査方針

　　（1）
推運
進営計
　管画
　理的
　のな

　　　　筆保間を保
る内れ関計護題十護杢護方い及講内解問慨

灘鎌麗灘雛蟹鋸羅擁特
及検な員に営対ま向福営び　長い検たしに

鎌鞭鴛蓋盤簿馨灘聾鍵

（1）　3　　　　　　　　（21　　　　　　　　　11）2　　　14）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（3）　　　　　〔2）　　　　　〔11　王

　　に　定　　結実参　　に　　　エ　ウ　　イ　　アてと　対点　て体
当自確ます生ま果情画生運努理応自　全　い福　組ケ　いし所応等理い制理現
面主認友る活な等　駿活営め事策主問体そる祉法む1開るて長措の事る及事事
す的さ　　　　　　　保のて者を的題のの海事第ベス始海取等置要者閻び者者

く実
指施
導及
事び
項活
又用
は状
指況
ぶ

監正とさて本葎で事所て画
査化られい的的基務に筒の
結対れるるなな本所対　状
果策てとカ1方改的のしケ況
に事いと　多卜・霊な抱て1
基業るも　を暴方え示ス
づのカ1領　踏が針るしワ

進
捗
状
況
が
定

期
的

ま盛が問た1
えり決題指力
　込め点針1
事まら及　等
業れれび当関
計てて指該係
画いい導地職

継麟擁

職　化要桜抱
場　対な　え
環　策職取る
境　事員りケ
の　業研組1
改　等修んス
善　ををでに
及　実実いっ
び　施施るい
職　すセカ1て
員　る
の　等あ　福
士　　る　祉
気　そい　事
高　の虞　務
揚　対　　所

務63きの・
所条間有廃
全及題無止
体びのにケ
と法有っ1
し第無いス
て78をての
取条把把状
り適握握漢
組用し桜並
むケて＿び
べ1い福に
きスる祉問
間のカ1事題
題発　務を
の生　所抱
有原　全え
無因　体る
をを　と開
把分　し始
握析　て・
しし　収廃
て　■　り止

に別
つケ
い1

てス
把の
握問
セ題
　か
そら
の福
刻祉
応事
策務
を所
講全
じ体

り幹を因及題前及等
組部講のび点年びの
む職じ分所の度所現
べ員て析長現指長状
き越いを等状導等認
問　る行虞を監犠識
題個力1い　 卜査

1画て
のい
策る
定特
等別
　な
そ間
の題

’福分結’管
具室IE．掌果内

体卒握等の
的務しを保
な所て踏護
改のいま動
善抱るえ向
葺1えカ1

福地
祉域
事的
務特
所一ヒIi

の

抱実
え施

　②
機

能蚕
の察
充指
実導

別新切の審導未導ケ
な任に処査が訪が1
配の行遇及行問適ス
慮ケわ内びわケ切の
が1れ容助れ1に実
なスてに言てス行態
さワいつ　い等わの
れ1るい指るにれ変
て力鵜て導級つて化
い1　　　　　　いいに
るに　ケ　　てる応
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魎）平成14年度1こおける生活保護指導監査方針
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魎）平成14年度1こおける生活懸指導監査方針
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。て保立を
　い険て　’
　る関て医
　か係い療
　o部る機

対
す
る
指
導
関
係

どの　　れ模
の資　　て福
よ質　　い祉
う向　　る事
な上　　か務
1、対　　　。所

夫策　　　の
　（が特　　　実
さに　　　施

ま局か関 ま局か関 れ現　　　水
た等　。の た等　。の て業　　　準
Lと　　傾 ’と　　傾 い経　　　の
検の　　向 検の　　向 る験　　　向
査連　　や 査連　　や かの　　　　．！二

結携 結携 。乏　　　策
果に　　福 果に　　福 し　　　と
のよ　　祉 のよ　　祉 い　　　　し
措り　　事 措り　　事 現　　　て
置　’　務 躍　’　務 業　　　ど
は必　　所
’要　　の

を必　　所
’要　　の

暴　　の
怒　　　よ

的に　　意
確応　　見
にじ　　等

的に　　意
確応　　見
にじ　　等

に　　　　う
対　　　な
』　　　エ

保切者介
　なに護
　処対扶
　遇す助
　のる受
　確適給

〔112
　　に者状第
福介優一態4特
祁：護先とで1に1
事扶しいあ2
務助てうる号40

暫翻諜騨

力言況簸誌
　　　介者要10
　　　護以支年
　　　扶外援政
　　　助のの令

主
眼、

畢
，磯

　（3）　②（1）1妻
か　切　　分
。身にま報理生介
　体行た酬解活護
　障わ’請さ保扶
　害れ報求れ護助
　者て酬はて制に、プ
　福い諮適い度対鶏
　祇る求切るのす薫
　法かににか趣る　等。係行。旨理漕
　他　るわ　及解
　法　帳れ　びの・
　の　簿て　介状　　　　　　　眼　取　及い　護況
　扱　びる　扶
　い　書か　助

～勢。歯嶽
　い　記　　す
　て　載　　る
　配　及　　事
　慮　び　　務
　さ　保　　取
　れ　管　　扱
　て　 は　　 い

　い　　　　 が

　る　適　　十

　別
　紙
　4

対都
す道
る府
個県
別・

指指
導定
の都
主市
眼・

事中
項核
及市
びが
着行
眼う
点指
　定
　介
　護
　機
　関
　に

　　　　（6）　　　15）　　　（41（31121（11　2

支　うす　　れ　る　　　　　得
状まなべ特入て長袴診診医福匿等
況たこきに院い期
に’と内’患る入
つ原は容精者か院
い則しの神日D’
てとて経病用
もしい費院品
個てなにに費
人個いつ対等
ご人かいしの
とご
にと
整に
理口
把座
握を

れけ
てて
い管
る理、

かし

そ

の

収

qてて取
入は扱
院’い
患本は
者来’
日痛適
用院切
品にに
費お行
かいわ
らてれ
支用て
出意い
すしる
る負か
よ担。

長
期
外
来
患
者
に

対
す
る

療
養
指
導
は

適
切
に

行
わ

療療師祉療に
内録’那扶つ
容の看狢助い
か記護所受て
ら載師と給酉己
み及等の者慮
てび1長協にさ
’保療力対れ
医存従はすて
療嫉那’るい
要　者円適る
資適唾滑切力1
慈切　にな
見に確行処
講行保わ遇
はわされ確
適れれて保
切てていの
にいいる状
記るるカき況
載かか
さD。れ
て

い
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趣皇二る生お議催　の保
纏糠膿藻鱗叢

　　　　　　　　　　る
定地れに律めいそ的指
騙蔀報確離湿処治り、法成係r　容扱皿
理法　定十法地保はを査
基笙こ受一律方護以示方
筈首霊聾窪塞篠嚢お差針

　　　　（71　　　　　（6）　　　　　15）（4）　　　131（2）

支出つるいる居事　類状ます洗特力き介溌指居で業特特の要ホ
況隆る濯K　護　定宅き者定甥記介1
に　よ代　　施　を介るに施な載護ム
っ原う等本　設　受護額つ設居及者へ
い則なあ来入け支でい入室びにル

溜卓講擁藷纏塞慰

理ロカ蝿す取サとる呆がわび嫉
把座　蜘へ　扱　 1に　利対行れ報

蕪髄畷1鰹灘
てて
い管
る理．

かし

そ

の
収

基お
本む
生つ
活代
費及
かび
らお
支む

適
切
に

行
わ

れ
て

い

業

者生
を活
用保
い護
て法
いに
なよ

宅生な
扶活い
助介力1

に護
よを
り行
入う

住同い牟にれ
係て
るい
帳る
簿力1
及
び
書

撮け所指し所営②処　な営査者監施
導た者導て者が入遇①処のの処査設
す取の監いかな所がハ遇基実遇の等
るり自査るらさ者確ンを本施に　実に

れ援もを切映慮ど対あす　　〔1｝　二　るる適保峨　 一願
る助Kおに　しう応るる施指　　　　こよ正ち　保　　い

焔入鰭難畦舗甦齢難橘奮3騰難

こ組真をかのれ個保デ確虞
ζ桑　実ど苦て々さイ保
　が自施う情いのれキす入
　一活すか処る人てヤる所
　層等るに理か権いツこ者
　図へと重にどにるプとに
　らのと点適う配かにに対

重施対
点　　す
を　　る
お
い
た

躍罐藩蕪
指設査祉導制
導運体監監等
監営制査査の
査がをとに充
を確整の当　実
実保備連た
施さセ携つ
すれ　をて

基生
づ活保
き保護
　護娩
関法設
係第に
法44対
令条す
　第る
通1嶺知項導
にの監
よ規査
る定嫉
事に

指
導
監
査
の
目
的

　生
保活
護保
施護
設法
指
導
監
査
要
綱

てづ体適お職　　（3）を有生研等給　　（2）

攣麟羅羅輔襲響輪難難餐
る対ユ計営保処確のる材気員件の処充な
こ策並事費の遇立適この高のの確遇実職
ζのび務関侮を
　充に処係　図
　実消理通社る

離纏鯖　等令内に祉の
　に等部基施必
　つに牽づ設要
　い基制くにな

悪ζ覆羅欝馨奪弩
運
営
管
理

及の向を労い
び充上図働て
そ実及る時1湊
のにびと間

罰駄鋤化　厚K縮な

員
の
確
保
と

職
員
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（璽①平成1雌における生活保言藍鱒監査方針

査監支地認設けす監のアの1こ謝旨別（歪）二藤鰭罐

難繕欝難墓籔＿勧難欝纏ゑ響霧翻営
施行いをれが地ζ行施監般に行閲査」監監　ζ及うにい施

葛鋲鞍難た鍵離勢糠臓募麓爺韓
こい　に設確のだど対
ζ年こ1に保結セ　レ原
　にの回つさ果計則
響鑓擁震難草

　面実差　るなに実実全
　監地し実と施お施地て

る効関」　’4
こ果係に別一
菟的者棊紙般
　なかつr監
　指ら走保査
齢関慰

　査取係設特

法
等

設にて査営
運よ助をに
営つ言哲つ
をて　つい
図　一とて
る適般との
あ鑑樽

舞簿をこ定的’る

　　　　　　　　　12）
薪な献麟保ア指監賜（擬鵬こ概磯講特イ
雛菱難騨擁馨潅叢鎚醤蕪妻箆鶴顯
堕讐撃錨査議難舞た欝籔碧蓬麟
前実画る策体はす　等た與みに理に　足い及

とがらお嚥違
きなれけが反
　く、なるあが
　　い問るあ
　一と題とる
　般き、点きと

り不び
る当施
理が設
輿あ運
がつ営
あたに

査ま行次

難憩
施憂のず

麹離
三
エ
ウ イア灘馨㌦（4）鵡鴫施〔3）時有不イ実の査

　　　場とり、か保中　施おこに　し間著る効該
　　　所奉蝶幣　鶉蠣　薩響誘毎
袈鄭四蟻齢匙（3皆ま纏文〔2噸駿羅指〔1）

難盤軽馨難縫鍵群鴛鷲嚢震窺
簑鄭等華瓢鶴薯嚢蔀蓄錦講纏等

　豊騨　 璽じ緯ミ餅振　ぞ魏麟
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　1
遇’
の入
充所
実者
　処

　　　　　　　　　　　（3）　　　　　　　12）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　11）な

　　オエウイアイアオエウイ　 ア

カ1いの　れ前そ　適が機　 得』の人び処力1一る新活ま入てと鹸の嗜必切車策機能ケ入処て処が検ま等所処遇

蝶野魏駿鱗雛探灘支醐難糊羅友羅鵜
　客材な入の禰て　等李栄食　れ下越処の針さ画れ果処望活画喚
　勿剰さ所身　い適を　養を歩てを　遇処に燕はて等遇に態嫉
　にをれ者体　る切献残所提行い防必の遇基　医いを計基度　適
　董用ての状　力1な立食要供器る止要進記づか師る踏画づ等日切
戦客離ま離塞髭譲力1詮鱒縫理力幾胸瑳蟹

　の公廃状合　歳に映調確よ　　たに理は処の学　た入策い活定
加フ
エン
食ス
品の
　と
既れ
製た
品食
を事
用が
い提
て供
いさ
なれ
いて

況わ
にせ

じ調
た理
食内
事容
のに
たな
めつ
のて
自い
助る
具力1
等

交パが切
替原なに
に則さな
よとれさ
りしてれ
実ていて
施食るお
さ事力1軌

　なす査保う必
各さる　さ努要
職れな検れめな
種てど1食てて台
搬二［1搬騰
のか夫適力き溌確

保
さ

れ
て

い
る

か

め対は整遇実療
にし適備蚕践法
保て切さ実に士
護適にれ践努等
施切行てさめの
設艦わいれて専
の行れるてい門
個わて奄いる的
別れいる力湾
リてる　な　ア
ハいカ1　　ド
ビる　　　　　ハ
蓄力き　　亥
画　　　　　を

．ヒ所定て動さ
で縫さの作れ
策　れ定能て
定適て期友い
さ切い的　る
劃なる調心溌
　時力1査理
必期　結状
要侵　果聾
に　　及
応ケ　び家
じ1　入族
てス　所関
見会　者係
直議　本及

　　意
い施1麹施
　設　設

　　第
羅誤、護琶
保翻雛保
　遇な　　護
　　　　　施
　　　　　設
　　　　　指
　　　　　導
の希の　　酢
管望処　　皿
理等遇　　査
のをに　　事
都尊つ　　項
合重い

鷺て籐
り
、

よ個
　う人
入配の畿
所慮尊
者が厳
のなの
生さ保蕉
活れ持
をてを
不い旨
当ると
にカ1レ
制

限　入
し　所

諏勇騨

う嫉び
配　寝
樂醍
な　確
さ生保
れ活さ
てサれ
いイる
るクよ
かルう
ロに努
　合め
　つて
　たい
　衛る
　生発
　的
　な

　　（61　　　　　　　　　　　　　　（5）　　　　　　　（4）
　ア　　オエ　ウ　　　　イ　　　アて　　エウイ　　　ア　コケ　　クキ　カ
物衛さ　れにいイ慮等い入配　 さ当回適　て管
を丞生れ夜おて便配まるレおがまは排る所慮自身入れた以入切給食いさ保食（食
着所的て闇むい秘慮隆独をむな荏入泄奄者が力体浴てつ上所な食器るれ存事特事
用者ないのつるのが　　使つさ　所の　の行で状にいた行者入関類究て食はにの
すの被る排交力1続なお　用使れ換者自　状わ入態当る場わの浴係の　い礪適夕時
る被服力1泄換　いさむ　し用て気の立　態れ浴にたカ1含れ入等者衛　る　温食間
よ服及　介時　てれつ　た者い　特に　にて可応つ　　て浴のの生　か一で時嫉

助の
及汚
び物
おは
む速
つや
交か
換に
に処
つ理
いさ
てれ
　て
十い

鎚
禦
な

いて交
るい換
者る時
にかに
対
す
る

涜

唄

檀
葉
蕩
嬉
イ丁

わ

D嫉

入
所
者
の
プ
ラ
イ

シ1
の
確
保

介にる保性つ
助対力薄にい
やす　及応て
トる
イお
レむ
誘つ
導外
等し
のの
働た
き鞭
か

けポ
が1
行タ
わブ
れル
てト

びじそ
入たの
所工努
離嘉
プなな
ラささ
イれれ
バてて
シいい
1るるのカ1な
確

保　ト
に　イ
配　レ

応い能じて
じるなたの
た力言者入健
排　に浴康
泄
及
び
お
む

菱
禁
蕩
暑
髭

つが状
い行態
てわの
撲れチ
　て工
入いツ
浴るク
時力輩
問　イ丁

　　わ
入　れ
浴　て
回　い
数　る
の　 か

代い又確検管
替るは保便理
日力1清がはに
を　拭な適努
設特◎さ切め
けKきれにて
る　一て異い
な入填い施る
ど浴　るさカこ

灘遍弊
回行間　い
の事に　る
森嘆力1
等祝く
が日と
確等も
保に2

。定食間
ま期べは家
歳間ら早庭
　！れく生
原週るて潭

騨考謡
に適な時い
っ切配以時
いな慮降間
て方がとと
も法ななな

霧1
さでカ1）
れ保
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魎）平成14年度1こおける生活保護指導監査方針

2

入
所
者
の

　　　　　　qD　　　q①　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔9）18）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（7）

施イ　 ア切　イ　　アる　　エウ　　イア　エウイ課蘇誘入翻臨家さ裏ま爺入盤叢狐急頒辮施雛鞘シ鐸
聯発錨韓膿嘱鍵懲黎入あ呈瑠蝋属螺難雛掃難
生で丞ての爬のとてけ来面　の家なのに所連1いののが託まお種わ健理っ等の着
活き所い目　入のい付所会家連庭さ身対者携シて外場適医痙か別れ康虞て寝被替
環る者る標入環連るけにが庭携復れ体し恕にヨ配部合切に　れ　て診　い具服え
境体診力言所携力1るっ長復講て状縁積諜へ＠こよ個てムい断適るののも
触撲翻縮魏糎紬甥灘驚鍵麗慧擁鋸継衛濯力言糠芋
適整議　方心のら　ののわのな待な変ならに施さ院連れ要入か員　生行　ン等寝
切えに
にら嫉
確れ
保て必
さい要
れるに
て力蓉応
い　 じ

る　て
カ1　実

　　施
　　機
　　関
　　の
　　職

法身際れ
等の及て
を状びい
決況入る
定等所力1
レに者
災っ処
施い遇
レて等
　検の
必討た
要を翰
鑑翻、

じ　、必

窓働た状どで
口きつ況適き
盗かてが切る
設け行適に者
置がわ切対に
す行れに応つ
るわて把さい
なれい握れて
どてなさて喚
苦いいれい

監獣鱗
決　　る　機

撮麟製

化助の努等れ時絡てな所ばの
等霞相めがての体い医者必規
に　談て適い介制る学の要模
つ援にい切る添が牟的身な別
い助応るになえ整　管体日に

家行る
族わ体
鋳製
情いと
報るら
提かれ
供。て
等　い

てがじカ1な
さ

れ
て

い
る
力言

’備

入さ
所れ
者て
のい
入る
院力ま

時

の
付

理状黎応
が態　じ
行・時て
わ症問
賎状が必
　等確要
看に保な
護応さ医
師じれ師
等てて

管わ
理れ
及て
びい
感る
染力1
症
等
に

対
す
る

対
策
は

交は巻
換適き
蛙切の
適にま
切行ま
にわと
行れな
わてつ
般いて
　るい
常力1な
に　　い
清　力1
潔
な

　　3支活’
援等塑
援へ嫉
助の自

の生
確活
保環
　境
　等

　　②　　　　　　　　　　　　　 （11自

　ア　カオエウイ　ア真入クキカオ　ニウイ　アた授関にて討況参作救所祉喚の滑る入適　 つ

擾入産係通随丞い疾さ精等訓加業機護自者用障　ボ管衛に居奄所各切居居まて入

総薯嚢纏魑卿織難蝶重騨暴婁彫礁鯖雄麟雛雛
合に関と業絡の　応い害案はの計回生への確有に1、　備す便　プ　さのが障森力
診対係十のが個　じる者し作た画復聾の状保すな　適蒋る所　ラ便れ清設害　安

す更　れて掩化　の　等と間さ切減　て　　め　保い　　に　　　　　　　活
る生
な計
ご圃
　と
組実
織施
的方
検法
討を
が決
行定
わす
れる

て1ま

器
力1族

　保
　護
　の
　実
　施
　機
　関
　等

等
に

つ
い

て

保
護
の

実
施
機
関

長
期
的
な

「窃

謁
禁
肇
究

関なはれに退
係っ丞て実を
諸て所い施防
施い者るさ止
募鰯力鶴
活神いた
累白勺諮
十　身　　・訓
分　体　ま練
に　的　た又
検　状　　・は

い施
る設
角種
　嬰

　…

　の
　特
　性
　に
　応
　じ
　た

に

必
要
な

車
い

す

歩
行
器
等
福

守る給
点か水
検。・
及
び
危
険
物

の
安
全

理

配
水
及

び
游
物
処
理
施
設

ナ
し

ス

1
ノレ

が

置
さ

爽

円

都
騨
蹴
餐
い

気構い
　造る
採にか
光なD及つ
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地域福祉権利擁護事業を進めるうえでの必携書

　　　　　　　　社会福祉法対応版

地域福祉権利擁護事業推進マニュアル
●全社協・地域福祉権利擁謹事業の基盤整備に関する調査研究委員会・編●A4判／322頁

●定価本体2，000円（税別）

主な内容

日常生活を営むのに支障がある要援護者に対して福祉サービス利胴

に関する相談・助言及び利用手統きの支援を行う「地域福祉権利擁護

第1章地域福祉権利擁護事業を行う

　にあたって
第2章事業の概要

第3章事業の運営について

第4章業務マニュアル

第5章契約締結判定ガイドライン

第6章福祉サービス利用援助契約書

　の解説
第7章参考資料

事業」は、平成11年IO月厚｛11労働省予算事業として、都道府県桑1．会福

祉協議会を実施 1三体に、全国300余の市区町村社会福猛協議会を中

心に当事者組織や社会福祉法入、NPO団体等と協力関係を築きながら

スタートした。

成年後見制度を補完する同事業は、しF成12年6月の社会福祉法で
は、法律上の名称を「福祉サービス利用援助事業」として規定もされ、書1．

会福率II．事業となった。事業開始後1年半を経過し、この聞、5万件以L

の相談、2千件以ヒの契約による援助、相談援助活動を実施し、また、

契約に至らなくても利用者支援を行うなどの成果をあげている．

本書は新しい福祉の理念を具現化し、判断能力のト分でない入で

あっても自らが福祉サービスを利用する権利の も役となるための同事業

の必携書として臼1行されたものである。

　　　　　●お申し込みは、書店、都道府県社会福祉協議会、または下記へ

　　　　　社会福祉法人全国社会福祉協議会出版部
〒100－8980菓京都千代田区霞が関3－3－2新霞が関ビル注文用EAX．03－3581－4666TEL，03－358T－9511

　　　　　　注文用E－mail・zenshakyo－5＠msc．blgIDbe．ne．jp

Llfe　and　Wefare　20025　3蔭



　生活保護における社会福祉実践（現業活動）とは何猷

それをすすめる福祉事務所ソーシやレワーカーの役割とは何かを、

　　　　　　　　理論編、実践編から詳述。

姓活，福祉臨時増刊号》

　　　　　　盤懸爆護騰翻雛愚襟欝織継鍵践

国主な内容■凶閑㎝閑閑㎝凶凶㎝粥qq図㎝閑倒

第1章理論編

1．福祉事務所の役割と社会福祉実践

2．福祉事務所における相談援助活動

3．生活保護の受付段階における留意点

4．生活保護の申請・決定段階における留意点

5．生活保護の受給段階における留意点

6．関係機関・関連専門職との連携

7、新任。先輩ワーカー、SVそれぞれの役割

第2章実践編

1．アルコール依存症者世帯への援助

2．精神障害者世帯への援助

3，知的障害者世帯への援助

4．身体障害者世帯への援助

5．ひとり親世帯への援助

6．高齢者世帯への援助
〈引用文献＞

〈参考文献〉

〈公的扶助を学習する人たちのための参考図書・資料＞

福祉嘉務所
　　　　　　　　o

必携　　　　ぎ
注活像鰹にお騨る敏駐擢禄爽践

岡離象1（一一

弊
ぐb

　本書では生活保護における社会福祉実践について墓本的な整理を行い、

その上でその実践をすすめるにあたって、福祉事務所のソーシャルワーカ

ーが身につけておくべきことを具体的に、わかりやすく解説しています。

　ソーシャルワーカーのみなさんは、仕事の再確認と実践の向上に、社会

福祉を学ぶ万がたは、生活保護がどのような分野で、そこで働くソーシャ

ルワーカーの役割とは何かを理解するために、本書をお役立てください。

　　　　　　　●お申し込みは、書店か、都道府県社会福祉協議会または下記へ。

　　　　　　社会福祉法人全国社会福祉協議会出版部
〒1ロ0－8980東京都千代田区霞が関3－3－2新霞が関ビルTEL、ロ3－3581 95U　FAX　O3－3581－4666

『福祉の本出版目録』ホームページアドレス　http：〃www．fukushinohon．grJp
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麟詰碁難　　　　　　　　　　猫詰将棋韓

　　水脈執箪者　　（順不同）

国立身体障害者リハビリテーションセンター

管理部長
　　　　　　　　　よした　　　ひ葎ひ
　　　　　　　　　音田　秀博

社会福祇法人全国社会福祉協議会

rll央福祉人材センター所長

　　　　　　　　　おくむら　　訓・し
　　　　　　　　　奥村　孝志

北海道後志支庁余市社会裸II．事務

出張所長
　　　　　　　　　かまた　　ひrあき
　　　　　　　　　鎌田　英明

材．会福祉法人大島嚇」、会福祉協議会

介護推進課長
　　　　　　　　　縮みちる
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7手詰め。

3手目の飛捨てが決め手．

10分で2級。
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◆編集後記◆
▼本号より、小誌の編集に携わることになりました。どうぞよろしく

お願いいたします。

水脈執箪者 （順不同）

国立身体障害者リハビリテーションセンター

管理部長

　　　　　　　　音田　秀博

社会福祇法人全国社会福祉協議会

中央福祉人材センター所長

　　　　　　　　奥村　孝志

北海道後志支庁余市社会福茎II．事務

出張所長

　　　　　　　　鎌田　英明

社会福祉法人大島町相、会福祉協議会

介護推進課長
　　　　　　　　　縮みちる

生活と福祉（5月号）第554号

　　定価405111國麺
平’茂14町三5ノヨ1日昇盗　テ

　　　　編集人　栗　和　田　敏

　　　　　発行人松尾武昌
発行所　禁会磯　全国社会福祉協議会

〒100－8980東京都千代1［1区霞が関
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印刷所　共同印刷株式会祉

◆編集後記◆
▼本号より、小誌の編集に携わることになりました。どうぞよろしく

お願いいたします。

▼今年前半の祉会の火きな話題の一っには、5月末から始まるサッ

カーのワールドカップがあげられるでしょう。出場する国の選手団
に限らず、各国からの多くの観客がI　l韓両国を訪れます．都市を基

本として開催されるオリンピックとの違いとして、選手団のキャン

プ地や試合会場が日本全国に分かれることから、より広い範囲での

異文化体験が起きると書われています。

▼異文化捧験というと、フーリガンに代表されるような「サッカー

観客謀脅威論」が報道においても先行しがちですが、トラブルヘの

備えを怠ることはないにせよ、一人ひとりの市民の笑顔が最大の抑

止だとする識者の指摘もあります。観戦した試合の勝敗だけでなく、

旅程や滞在中の体験からも「来てよかった」と多くの人たちに感じ

ていただけることが、大会の成功になるということです。［1本に住

む人たちでも、大会期間中に各地へ移動する機会があることでしょ

う。試合そのものへの関心はもとより、多くの出会いと交流を大切
に．何よりも大会期聞を楽しんでいきたいと思っています。（宗方）
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〆面　接　の　す　す　め　方
　　　　　　　★・』・松源助著／定価本体600円（税別）

ノ諮／相談員のための法律知識①
　●暮らしの中の契約問題　　　　　★大屋勇造著／定価本体700円（税別〉

　　　　　　　★山崎美貴子著ノ定価本体612円（税別）

4諮／相談員のための法律知識②
　●相続／遺言　　　　　　　　　　★大屋勇造著／定価本体700円（税別）

グ児童・青少年の心理と対応
　　　　　　　★宮内邦夫著／定価本体680円（税別）

グ離　婚　相　談　の　手　引
　　　　　★金住典子・円より子共著／定価本体680円（税別）

／福祉相談におけるプライバシー問題
　　　　　★小松源助・大屋勇造共著／定価本体680円（税別）

8諦相談員のための法律知識◎
　●クレジットの法律と消費者保護　★大屋勇造著／定価本体700円（税別）

4相談員のための法律知識④
　●暮らしの中の時効問題　　　　★大屋勇造著／定価本体680円（税別〉

〃謝相談員のための法律知識⑤
　●訪問・通信販売等のトラブルと相談　★大屋勇造著／定価本体700円（税別）

〃謝精神障害者福祉相談の手引
　　　　　★藤野邦夫・早川俊一共著／定価本体700円（税別）

　　　　　　　★長嶋紀一編集／定価本体700円（税別）

〃児童・青少年問題への理解と相談活動
　　　　　　　★宮内邦夫著／定価本体700円（税別）

夢福焚全国社会福祉協議会調騨骸薇瓢艘野畿il謡1饗醒ビル
　　　　出版部注文用E－mall＝zenshakyαs＠msc，bigI。be．ne」p
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